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１．「生きものマーク」とは
・農林水産業の営みを通じて生物多様性を守り育む取り
組みと、その産物等を活用した発信や環境教育などの
コミュニケーション（必ずしもラベルを産物に貼るこ
とを条件としているわけではない）を表す言葉。

・基準や認証制度はない。

・意識をして生きものを保全している。

・農林水産省は平成22年3月に生きものマークガイドブックを公表
（http://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kankyo/100331_1.html）
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2. 生きものの現状
わが国で絶滅のおそれのある野生生物の種数

絶滅( EX)
野生絶滅 
(EW ) 

絶滅のおそれのある種 
絶滅危惧 I類 絶滅危惧 II類 
(C R, EN ) (VU ) 

3,155
120 12 1,811 1,344

生物多様性国家戦略2010 将来目標
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3． 調査目的・方法
・事例の多いお米に限定した調査。

・価格や販路、取組みなど、概略的な傾向を明確化。

・生物多様性に配慮した政策立案への寄与を目指す。

・インターネット、新聞、学術雑誌、審議会、各種団体
の発行誌などから情報を入手し、加工分析（添付資料
の引用参照）。

5



4.結果(1) 生き物マーク米の分布

・東北、北陸、関東、中国の順に事例が多い
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振り番号は添付資料参照
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4.(2) 生き物マーク米の概要
・栽培面積は全国で1,254ha。水稲作付面積 163万7千ha

(平成21年)の約0.07％。

・生産者に加え、 NPO団体、環境教育団体が生産に関
わるのは約２０の事例。
・会報での販売、農作業や水田魚道設置作業の分担な
ど、NPO団体等が重要な役割を担っているものもある。

・差別化せずに生き物保全を目的としている事例
例.長野県小諸市（ミズオオバコなど）、大阪府八
尾市（ニッポンバラタナゴ）
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4.(3) 価格帯
・2,500~2,999円(/5kg)の価格帯が多い。
・平均小売価格は2,885円(/5kg)
一方、慣行米 2,164円(/5kg)(H21産コシヒカリ平均価格・特売含む。農林水産省 2009.10)

生きものマーク米小売価格分布 (円/5kg) 
12 

10 

8 

6
事例数 

4 

2 

0

・うるち米の小売価格を対象（もち米、酒米、古代米は除外）
・生き物マーク米の小売価格に幅がある場合は平均値を採用
・減農薬と無農薬など同一産地で２種類以上のお米を販売している場合は平均値を採用
・以下の比較も一部を除き同様の条件

3,500以上 3,000～3,499 2,500～2,999 2,000～2,499 1,500～1,999 
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4.(4) 生きもの種別と小売価格
・鳥類をシンボルとしたものの平均価格が高く、事例数も多い

3,500

生きもの別と平均小売価格
平均小売価格(円/5kg) 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

野生生物の分類群 事例数 平均小売価格(円/5kg)
鳥類 (内渡り鳥) 13 (8) 3,156 (3,168)
生き物全般 12 2,777
魚類 (内メダカ) 8 (6) 2,995 (3,068)
昆虫 3 2,465
植物 1 1,666
哺乳類 1 3,000
両生類 1 2,500

(平均2,885)

鳥類 (内渡り鳥) 生き物全般 魚類 (内メダカ) 昆虫 植物 哺乳類 両生類
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4.(5) 生産規模と小売価格

平均小売価格 (円/5kg) 
3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 平均小売価格(円/5kg) 

1,000 

500 

0

生産規模(ha) 事例数 規模小計 平均小売価格(円/5kg)
0～0. 99 6 1.52 2,997
1～9. 99 15 54.85 2,604
10～29.99 7 102.00 3,191
30～ 8 1095.80 2,829

(平均35ha) (平均2,885円)

0～0.99 1～9.99 10～29.99 30～
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4.(6) 取り組み開始年と価格
・事例数は少ないが、取り組みが長いほど販売価格が高い。

平均小売価格(円/5kg)
3,400 

3,300 

3,200 

3,100 

3,000 

2,900 平均小売価格(円/5kg) 

2,800 

2,700 

2,600 

2,500 

取組開始年 事例数 平均小売価格(円/5kg)
1980年代 2 3,320
1990年代 10 2,983
2000年代 26 2,811

(平均2,885円)

1980年代 1990年代 2000年代
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4.(7) 栽培基準と価格
・栽培基準が厳しくなると小売価格も上昇する。

4,000 

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0 

平均小売価格 (円/5kg)

平均小売価格(円/5kg)

農薬・化学肥料の基準 事例数 平均小売価格(円/5kg)
無農薬・化学肥料 5割減農薬・減化学肥料以上 減農薬または減化学肥料 農薬・化学肥料の基準なし

10 3,388
15 2,840
11 2,786

無農薬・化学肥料 
5割減農薬・減化学肥料以上 
減農薬または減化学肥料
農薬・化学肥料の基準なし 4 2,538

(平均 2,885円 )
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4.(8) 慣行米との価格差(1)
・価格差500～1000円/5kgの事例が最も多い。
・価格差0円未満の６事例は、販路に知人・縁故、産直がある。

慣行米との小売価格差(円/5kg)
14 

12 

10 

8 価格差1000円～

価格差500～1000円未満
6

価格差0～500円未満 
4 価格差0円未満 

2 

0

価格差(円/5kg) 事例数

価格差1000円～ 価格差500～1000円未満 価格差0～500円未満 価格差0円未満

8
13
7

価格差1000円～ 
価格差500～1000円未満 
価格差0～500円未満 価格
差0円未満 6

(平均価格差610円)
注）・生き物マーク米、慣行米ともに定価で比較

・慣行米価格はネットショップの複数の価格を比較し、最安値を取得 
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4.(9) 慣行米との価格差 (2)
・無農薬・化学肥料が平均小売価格、価格差ともに最も高い。

・栽培基準の厳しさ順にほぼ価格差が形成されている。 

4,000
栽培基準ごと慣行米との価格差 

平均小売価格(円/5kg)
慣行米との価格差 (円/5kg) 

3,500

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

農薬・化学肥料の基準 事例数 平均小売価格(円/5kg) 慣行米との価格差(円/5kg)
10 3,388 1,322
15 2,840 553
11 2,786 672

無農薬・化学肥料 
5割減農薬・減化学肥料以上 
減農薬または減化学肥料
農薬・化学肥料の基準なし 4 2,538 220

(平均2,885円) (平均価格差610円)

無農薬・化学肥料 5割減農薬・減化学肥料以上 減農薬または減化学肥料 農薬・化学肥料の基準なし
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4.(10) 慣行米との価格差 (3)
・絶滅のおそれの高い順に平均小売価格が高い。

保全種の絶滅のおそれの度合い( レッドデータブック掲載リスト
順 )と慣行米との小売価格差 

4,000 

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 小売価格平均(円/5kg) 保護されたツシマヤマネコ幼獣
1,500 価格差平均(円/5kg) 

1,000 

500 

0 

価格差 事例数 小売価格平均 (円 /5kg) 価格差平均(円/ 5kg)
2 3,338 498
6 3,186 832
3 3,045 844

野生絶滅種 （EW ) 
絶滅危惧 IA類 (C R) 
絶滅危惧 IB 類 (EN ) 
絶滅危惧 II類 (VU ) 13 2,942 771

(平均 2,885円 ) (平均価格差6 10円 )

野生絶滅種 （ EW) 絶滅危惧IA類 (CR) 絶滅危惧IB類 (EN) 絶滅危惧II類 (VU) 
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4.(11) 慣行米との価格差 (4)
・JA、スーパー等の流通を通すと平均価格が上昇し、慣行米
との価格差も大きくなる。 

3,500
販路毎の慣行米との価格差 

3,000 

2,500 

2,000
小売価格平均(円/5kg) 

1,500 価格差平均(円/5kg) 

1,000 

500 

0 

販路 事例数 小売価格平均(円/ 5kg) 価格差平均(円/ 5kg) 
8 3,264 874
6 3,143 817
21 2,750 555

JA 
スーパー・百貨店
産直 
知人・縁故・NPO 内等 9 2,801 422

(小売平均2 ,885円 ) (平均価格差610円 ) 

JA スーパー・百貨店 産直 知人・縁故・NPO内等
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５．まとめ(1)-生産者の視点-
・消費者の関心が高まっており、プレミアムを付けて販売が可能。
�
�
�
�

栽培方法が厳しいほど、高小売価格、高プレミアム 
保全対象生きものは鳥類が有利 
絶滅のおそれの度合いはプレミアムに反映されていない 
生産者にとって重要な値付けの仕方、販路の開拓などに
ついての分析は今後の課題

・栽培基準の統一、価格決め、販路開拓、利益の分配方法などを決
める必要がある（価格や販路は常に変化する）。

・地域に希少な種が生息し、N PO 法人などの協力者が得られれば、
生きものマーク米の生産に加え、販売先も協力が得られる
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５．(2) -生き物の視点 -
・生きものマーク米で保全されている生きものはごく僅か。
・絶滅のおそれの高いミヤコタナゴ、アユモドキなど密漁防

止のため関係者の間で生息さえ秘匿されている水田が多く
あり、生きものマーク米としの売り出しが難しい。

・希少な生きものが生息している場所は、条件不利地域（離

島、傾斜地など）が多く、希少なものも含めた生きものの
保全を行いながら農業生産を行う生産者を支援する必要が
あると思料される。
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(参考). 東海地方の農村の生きもの例１

出典：東海農政局(2009取得) www.maff.go.jp/tokai/noson/jigyo/yama/pdf/nousontiiki-ikimono.pdf 
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(参考). 東海地方の農村の生きもの例２
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(参考). 東海地方の農村の生きもの例３
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ご清聴、ありがとうございました。
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